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      『還る』 

年５０歳を迎え、最近感じる事があります。 

 それは、今までに自分のしてきた言動 

（善し悪しも含めて）が、今まさに自分に

還って来ていると感じるのです。 

 多分、それは今までも意識していなかっただけで、

様々な出来事を通して還ってきていたに違いないと

思うのです。 

 若い頃は、そんな事を気にかける事なく、ひたすら

真っすぐでした。過去には、会社や上司からの待遇

に憤りを感じ、陰口を叩いていた小心者です。若いう

ちはそれでいいのだと思うのです。その経験の繰り返

しで物事の訳が解り、成熟してゆき、自分のしている

昨 

ことの意味や意義を感じる時期が来るのだと思うので

す。最近、部下とのやり取りでそう感じました。彼らは私と

の関係で何かを感じ、成長していくのでしょう。その中で

どう感じ、どう仕事をしてゆくかは、彼ら次第だと言う事を

既に私は知っているのです。 

 私は未だ未熟です。それでも、この年齢になってそう 

感じるということは、何かの知らせだと肝に銘じ生きてゆく

ことにします。                   感謝  

               

一般社団法人 北海道認知症 

       グループホーム協会 

                       

        会長 宮崎 直人 

平成２５年度 北見市まちづくりパワー支援事業地域

懇談会を開催。 

的は、住民の底力を発揮し高齢者も誰もが

住みよい地域ネットワークをつくる。 

北見市端野

自治区にお

いて北海道

グ ル ー プ

ホーム協会

オホーツク

ブロックの会

員等が率い

る「行方不

明から安全

に戻れる事

を願う会」、「北見高齢者１１０番の家」主催の地域懇

談会に、当オホーツクブロックも共催させていただい

た。地域ならではのグループホームの環境だけでは

理解できない部分が地域には存在し懇談会から学ぶ

場面となる。認知症グループホームが地域の核とし

て、認知症

の人が安全

に安心に散

歩できるま

ちつくりに参

加すること

は、グルー

プホームの

運 営 推 進

会 議 等 の 

々 の

コ ツ

コ ツ

とした努力も

無駄ではなく、

認知症の理解

を広める主催

者側の方向と

同様に考える

部分が強い。    かかかかかかかっかあｋ      

北見警察署からの講話には、平成２５年６月現在の

行方不明は１６件と昨年の半分であり、届出前に  

民の方が保護する通報が増しているという。昨年の 

保護は２

０ 件 で あ

る が 、 今

年はすで

に４０件保

護してい

るという。

主催者側

のボ ラ ン

テ ィ ア行

方不明者捜索と同時に展開する公報車による地域

への捜索者情報提供から、警察への情報提供へつ

ながり発見に至ったケースもあるという。認知症の人

を預かる専門のグループホームとして、今後も地域

の発展に寄与していきたい。かかかかかかかかかか 

                 グループホーム 和 

                  施設長 高橋圭三 
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みんなで考える認知症 事例発表北海道大会in旭川  
～人とのつながりから心のつながりへ～ 

 いよいよ10月5日に開催される事例発表

海道大会in旭川の開催が迫ってまいりまし

た。当日は、認知症の事例発表、地域活

動の事例をはじめ、レビー小体の小阪憲司先生に

「レビー小体型認知症の診断治療の取組み」と題し

て基調講演をして頂き、会員事

業所役職員の皆様の永年勤続

表彰などを行います。また前日

の懇親会には、旭山動物園の板

東元園長をおよびして旭川の魅

力の一端をご紹介していただき、

会員事業所の皆様との親交を深めて参りたいと思い

ます。本大会は介護・医療従業者、利用者、家族、

行政、学生、一般の方さまざまな方々が、人とのつ

ながりから心のつながりを大切に、事例等を通じて共

に認知症について考える機会にしてまいりたいと考え

ております。是非たくさんの皆様のご参加を道北 

ブロック役員一同心よりお待ちしております。  

              大会実行委員長 森山伸広 

 

  事例発表北海道大会in旭川 
 

 日時  平成２５年１０月５日（土曜日） 
      午前９時開始～午後４時３０分ころ終了 

 場所  旭川トーヨーホテル 

      旭川市７条７丁目３２－１０ 

      TEL ０１６６－２２－７５７５  

参加費  １，０００円 

懇親会のご案内 

      大会前日１０月４日（金曜日）１８時より 

      同ホテルにて 懇親会を開催いたします。 

      （参加費５，０００円） 
 

      大会お問い合わせ 

    事務局 GH和が家（清水） 

      ＴＥＬ  ０１６６-50-0770 

北  

 今日は8月13日旭川も暑い日が続いております。この広報誌の編集にあたり沢山の方々のご協力を頂き、心より御礼申し上げます。 

ＨＰなどで得られる情報はたくさんありますが、この紙面を通して各ブロックの活動や有益な情報を皆様のお手元に直接お送りしたいと 

取り組んでいます。ゴミ箱に入れられることのないよう紙面の充実を図ってゆきたいと思っております。広報誌について皆様からお意見

など頂ければ幸いです。このたび、（株）早川プランニングの早川浩士先生、詩人の藤川幸之助先生のご厚意により著書引用をさせて

頂くことになりました。この紙面をお借りして心から御礼を申し上げます。お話は変わりますが、今、高齢者居住ハウスに私の両親が暮ら

しております。父親88歳、母親85歳、母はアルツハイマー型認知症を患いひとときより、ずいぶん認知症の症状がすすんでいるような 

気がしています。昼食の時間、私を見つけては笑顔で視線を向けてきます、それに応えようと視線をかえす自分の心は何か「切ない」 

思いがしてなりません。やがて来る死や命の愛おしさを感じたり、そこから逃げられない心に鼓舞する自分の姿があります。先日、次の

ような知らせに触れ、同じような「切ない」気持ちにさせられました。認知症の男性当時91歳（常に介護が必要な認知症自立度ⅳ）が  

線路内に立ち入り、電車と接触した死亡事故で、家族らの安全対策が不十分だったとしてＪＲ東海が、列車が遅れたことへの損害賠償

訴訟の判決で、平成25年8月9日名古屋地裁は、妻と長男に請求全額約720万円を支払うよう命じたというのです。妻が目を離した隙に

男性が外出し、事故が発生したとして 「妻には見守りを怠った過失がある」と認定。別居している長男も「事実上の監督者」とし、「徘徊を

防止する適切な措置を講じていなかった」とされました。家族らは、妻は事故当時85歳で、常時監視することが不可能だったと主張しま

したが、裁判長は介護ヘルパーを依頼するなどの措置をとらなかったと指摘。「男性の介護体制は、介護者が常に目を離さないことが 

前提となっており、過失の責任は免れない」とされました。これは何を意味するのでしょうか。24時間監視をしなさい、できなければ玄関

にかぎをかけ、出られないようにすべきと言っているように聞こえます。長男には仕事を辞めてでも家族の面倒を見るべしと言っているよ

うに聞こえます。自己（家族）責任で解決を求めるには余りにも認知症に対する理解がないことを示していると思ってしまいます。もはや

老老介護は限界があります。家庭での介護には限界があります。近隣住民、ボランティアなどのインフォーマルサポートや公的機関や

医療機関、フォーマルサービスが円滑に活用されればご本人や家族への支援に必ず役に立っていたに違いありません。どこまで知らさ

れていたのでしょうか。地域社会の応援がもっと問われていかなければ「地域包括ケア」の事業など絵に描いた餅ではないでしょうか。 

一方的にご家族の過失とされるには、「切ない」やりきれない思いがしてしまうのは私だけでしょうか。                        

                                                         編集後記とさせて頂きます。   小原陽一 
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  「ラン伴「ラン伴20132013北海道ステージ」北海道ステージ」  
      ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。  
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 今年も皆で創る日胆ブロック 
ブロック活動に積極的に繋げてゆきたい 

       今年度の日胆ブロックでは、3回の研修会と 

護福祉士模擬試験の企画を立て動き出して

おります。すでに5月27日には新ひだか町にお

いて「平穏死」について全国でご活躍されてい

る長尾和宏先

生をお招きし

117名の参加

者が集まりまし

た。GHで支援

をしている私た

ちにとっては、

看取りに対す

る取り組みや

地域の中にあ

るGHとしての

機能の発揮などに対し、背中を後押ししていただける機

会にもなりました。 

 今後の予定と致

しましては、8月20

日より認知症介護

実践者研修及び

管理者研修が始

まります。また、10

月15日（火）には、

和田行男氏をお

招きして講演会を

開催し、その夜にはライブハウスを貸切にして宮崎

会長、そして

参加者を交

えてのトーク

ライブを行い

ます。トークあ

り、歌（生バン

ド）あり、お酒

ありの楽しい

交流の時間

にもなるよう

準備しております。11月13日（水）には、藤川幸之

助氏をお招きして『命が命を生かす瞬間（とき）』（仮

称）と題し講演

会を行います。

参加者の心に

響く素敵な時間

になること間違

いありません。

どちらも時期が

来ましたらご案

内致しますの

で、是非お申込み下さい。介護福祉士模擬試験に

関しましては、アンケートによる希望者のみへのご案

内になりますが、10月と12月に開催致します。 

 特定非営利活動法人 介護ホームどんぐりの家 

          日胆ブロック事務局 荒川 裕貴 

介 

ラン伴2013北海道ステージを終えて 

 2013年7月25日早朝、まだ静けさの残る 

川の「グループホームゆうあい」前から、Run 

Tomorrow（ラン伴）2013のタスキがスタートし

ました。感謝なことに、今年も北海道認知症

グループホーム協会の後援、また北海道認知症の人

を支える家族の会の共催という強力なバックアップを得

つつの開催となりました。ラン伴2013北海道ステージに

ご参加、ご協力くださいました皆様には、心から感謝と

御礼を申し上げます。 

札幌から東京までの1200kでタスキを繋いだ昨年の

ラン伴から1年、今年はどこまで走るのか、また今年は

ど こ が ス

タートなの

かといった

問い合わ

せや打診

をい ただ

いておりま

した。そう

し た 中 、

今年のラン伴2013では北海道の旭川を7月25日にス

タートし、10月14日に関西の大阪城にゴールするまで

の1700k

でタスキ

を繋 ぐ と

いう昨年

よりもさら

に長い距

離での計

画を立て

ました。そ

の最初の

ステージ

である北

海道でのラン伴が、7月25日‐28日の4日間で開催さ

れました。今年で3年目を迎えたラン伴ですが、タスキ

が繋がった北海道のそれぞれの地域には、今年も沢山

の物語があり

ました。今年

から始まった

旭川から札幌

の区間では、

ラン伴に賛同

してくださった

多くの新しい

仲間たちが加

えられました。

恵庭市では、

今年も市役所

前で市長がタスキを繋いでくださるとともに、今年はFM

ラジオ局がラン伴の中継をしてくださいました。また苫小

牧市でも、市長とキャラクターマスコット（トマチョップ）が

スキを繋いでくださいました。そして驚いたこと

に、そのキャラクターは認知症の方が作られ

たラン伴と記されたオレンジのシャツを着てい

てくれたのです。人から人へ、そして地域から地域へと

繋がれていくタスキは、3年目を迎えた今年も、しっかり

とそれぞれの地域ごと

に、それぞれの思いや

物語とともに、人と地域

とをつなぎながら走り抜

けていったと感じます。 

ラン伴の目的は、私たち

が暮らす地域の中には

支えを必要としている認

知症の人、その家族が

たくさんいるということを、

同じ地域に暮らす人達

に知ってもらうこと。ま

た、地域に暮らしている

認知症の人やご家族にも、暮らして

いる地域の中にはたくさんの仲間た

ちがいて、力を貸してくれるというこ

とを知ってもらうこと。そして、認知

症になっても安心して暮らしていけ

る町とはいったいどんな町なのか

を、すこしでも多くの人たちに考えて

もらうことにあります。ラン伴北海道

ステージ

に参加し

てくださっ

た地域を

みていると、認知症の人もそ

うでない人も、また大人も子

供も、誰に強制されるわけで

はなく、自らの意思で参加し、

それぞれのスタンスで認知症

のことを考えてくださっている

ことを感じます。こうしたタス

キが、これからも北海道の中

でますます強い絆となって繋

がれていくことを願ってやみません。 

ラン伴

2013は、

津軽海峡

を越えて

自転車で

八戸に届

けられ、9

月13日か

ら東北ス

テージへと引き継がれます。最後の大阪でのゴールま

で、皆様の応援とお力添えをいただければ幸いです。   

    NPO法人認知症フレンドシップクラブ代表 

                       井出 訓 

管理者パワーアップ研修管理者パワーアップ研修  1111月６・７日月６・７日  
コーディネーター委員会コーディネーター委員会  

旭 
タ

パワーアップ PartⅡ 
 年もコーディネーター委員会では、「管理者
パワーアップ研修」を企画致しました。講師に

は、昨年もご講義いただきました㈱アムリプラ

ザの坂井礼

子先生をお

招 き し、11

月6・7日に

札幌市千代

田ビルで開

催 致 し ま

す。昨 年の

受講後のア

ン ケー ト に

て、ご 好 評

であったことはもちろんですが、その中に「すぐ行動しま

す」「すぐ実践します」の声が多かったことが今年度の

開催に結びつきました。昨年度のコーディネーター全

員での企画が、今

年の活動にも結び

付き、それが全道

各地へと広がって

いく。とても素敵な

形となってつな

がっていけることを

心から嬉しく思って

います。本当に熱

く、そしてちょっと涙

もろい坂井先生の

後押しで、そして受

講者同士でのふれ

あいで自身を高め

ていきたい方は、 

是非ご参加ください。 

 特定非営利活動法人 介護ホームどんぐりの家 

       コーディネーター委員長 荒川 裕貴 

今
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継続は力なり、 

様々な絆が生まれ、活動の連携を目指して 
道北ブロック 

７月２５日RUN伴２０１３北海道に有志の皆さんと

一緒に参加してまいりました。今年のRUN伴は、旭

川のグループホームゆうあいから出発となり、たす

きを旭川とその

近郊の皆さんで

つないでまいりま

した。グループ

ホームの仲間の

他、一般市民、

包括支援セ ン

ター、小規模多

機能事業所、居

宅支援事業所、訪問マッサージなど様々な事業

所の方々の支援を受けて共に走り始めておりま

す。旭川チームの担当は滝川までの区間です

が、元気のいい方はこれを超えて７０キロ走破して

おります。普段走っていない私でも、雰囲気に押

され参加してし

まい、どうなる

ことかと思いま

したが、短くも

１キロを走ると

不思議と参加

した満足感と

走り切った満

足感を皆さん

と分かち合うことが出来ました。個々の思いがみ

んなの共有の思いに変わり、これからの色々なき

ずなが生まれてきたように感じております。「お疲

れ様！」「感謝！」の言葉が自然と出てまいりま

す。今後もこのような絆を大切にしたグループホー

ム活動や連携が取れる道北ブロックを目指してまい

ります。かかかかか 

道北ブロックの認知

症介護のレベルアッ

プの取り組みとして、

毎年認知症実践者

研修を旭川で開催し

ております。また認知

症実践者リーダー研

修も一年おきに開催しております。この取り組みが５

年間続いております。継続は力なりと申しますが、

研修参加者の

皆さんが、この

研修を通じて

今以上のスキ

ルを身に着け

て、またさらな

る飛躍のきっか

けになって頂き

たいと切に願っ

て お り ま す 。 

この他にも道北ブロックではSOSネットワークの構築

を継続的に進めております。また今年最大のイベン

ト１０月５日の事例発表北海道大会in旭川の準備な

ど精力的に取り組んでおります。この大会の開催に

は各ブロックよりいろいろとご支援を頂いており大変

感謝しております。当日はたくさんの皆様のご来場

を心よりお待ち申し上げます。 

        道北ブロック会長 グループホーム花 

                   施設長 森山伸広 

 

 
実践者、管理者、実践リーダー研修 

  日程と開催都市 

認知症介護実践研修 

(実践者研修） 
 

  第１回（札幌市） 終了 

   平成25年5月14日～17日及び6月10日 

  第２回（帯広市） 終了 
     平成25年6月27日～30日及び7月22日 

  第３回（旭川市） 終了 

   平成25年7月16日～19日及び8月8日 

  第４回（苫小牧市） 

   平成25年8月20日～23日及び9月17日 

認知症対応型サービス 

管理者研修 
 

  第１回（札幌市） 終了 

   平成25年6月10日～11日 

   第２回（帯広市） 終了 

     平成25年7月22日～23日 

  第３回（旭川市） 終了 

   平成25年8月8日～9日 

  第４回（苫小牧市） 

   平成25年9月17日～18日 

   認知症介護実践研修(実践リーダー研修） 
 

   第１回（北見市） 終了 

     第1週目平成25年5月28日～6月1日  

     第2週目平成25年6月11日～6月15日  

     報告まとめ平成25年7月19日  

   第２回（釧路市） 

     第1週目平成25年9月2日～9月6日  

     第2週目平成25年9月9日～9月13日  

     報告まとめ平成25年10月21日  

   第３回（札幌市） 

     第1週目平成25年11月18日～11月22日  

     第2週目平成25年11月25日～11月29日  

     報告まとめ平成26年1月7日  

 

 

 

ターミナル研修、計画作成担当者研修 

 日程と開催都市 

ターミナルケア研修 
 

  ターミナルケア研修Ⅰ（札幌市） 

   平成25年9月28日（土） 

  ターミナルケア研修Ⅱ（札幌市） 

   平成26年1月18日（土） 

   

計画作成担当者研修 
 

   計画作成担当者研修（札幌市） 

     平成25年12月6日（金） 

   

 

日程等変更になる場合がございます詳しくはHPをご覧ください。 

ま
な
ざ
し 

 
 
 

た
だ
の
視
線
で
は
な
い 

 
 
 

ま
な
ざ
し
に
は
そ
の
視
線
を
お
く
る
者
の 

 
 
 

心
が
う
つ
し
だ
さ
れ
て
い
る 

 
 
 

ま
な
ざ
し 

 
 
 

向
け
る
者
と
向
け
ら
れ
る
者 

 
 
 

向
け
ら
れ
る
者
と
向
け
る
者 

 
 
 

母
と
子
の
よ
う
に 

 
 
 

微
笑
み
で
あ
り
た
い 

 
 
 

空
と
海
の
よ
う
に 

 
 
 

澄
ん
で
い
た
い 

 
 
 

ま
な
ざ
し 

 
 
 

言
葉
を
こ
え
て 

 
 
 

意
味
を
こ
え
て 

 
 
 

見
つ
め
る
こ
と
で 

 
 
 

静
か
に
愛
し
あ
い
た
い 

 
 
 

ま
な
ざ
し 

 
 
 

人
の
体
さ
え
も
こ
え
て 

   

心
臓
病
を
抱
え
な
が
ら
も
父
は
黙
々
と
母
の
介
護
を
し
た
。 

そ
の
合
間
合
間
に
見
せ
る
母
へ
の
父
の
ま
な
ざ
し
。
優
し
く
抱

き
し
め
る
よ
う
に
、
父
は
母
を
笑
顔
で
見
つ
め
て
い
た
。 

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
母
の
介
護
を
引
き
継
い
だ
。
父
が
生

き
て
い
る
と
き
は
、
母
の
介
護
は
ま
か
せ
っ
き
り
だ
っ
た
の

で
、
介
護
の
方
法
な
ん
て
何
に
も
で
き
な
い
け
ど
、
母
を
優
し

く
見
つ
め
る
こ
と
だ
け
は
忘
れ
ま
い
と
思
っ
た
。
辞
書
に
よ
る

と
、
こ
の
「
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
視
線
で
は
な

い
。
そ
の
視
線
で
物
を
見
る
と
き
の
、
そ
の
人
の
目
の
表
情
と

い
う
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
視
線
に
そ
の
視
線
を

お
く
る
者
の
心
を
こ
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ

の
「
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
言
葉
は
教
え
て
く
れ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
「
ま
な
ざ
し
」
に
も
冷
た
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、

父
が
母
を
見
つ
め
る
優
し
い
笑
顔
と
重
な
り
、
私
に
と
っ
て

「
ま
な
ざ
し
」
と
い
う
言
葉
は
い
つ
も
温
か
い
。 

 

引
用
著
書
「
ま
な
ざ
し
か
い
ご
」
（
中
央
法
規
） 

著
者 

詩
人 

藤
川
幸
之
助 



５ 

 複数事業所連携事業にユニットを結成  
キャリアパス支援研修事業 道東ブロック 

   平成２５年度 第一回研修７月１０日 

 東ブロック中標津支部は、平成２３年度 

の複数事業所連携事業にユニットを結成し今

年度のキャリアパス支援研修事業で３回目の事業にな

ります。株式会

社育成が、平成

２２年１０月別海

町 に グ ル ー プ

ホーム・小規模

多機能ホームを

開設した時、郡

部の介護職員が

釧路・札幌での

研修は時間的金

銭的な問題で研修を受ける機会が少ない、是非地元

での研修を行いたいと道東ブロックに相談し理解と協力

を頂き結成されまし

た。出来るだけたくさ

んの介護員が研修

を受ける事が出来、

介護員の質が向上

することを目指して

います。かかかか 

５事業所で話し合い

を重ね今年度は４

回の研修を計画し、第１回目は指導に当たる「リーダー

管理者のための研修」を佐々木幸子氏を講師に迎え

行いました。 

２６名の参加者はグループワークを中心に話し合う時

間、個々で考え

る時間を持つ事

で、リーダー管

理者としてどうあ

るべきかに気付

き、その為には

何をすべきかを

学 び ま し た 。 

終了後の アン

ケートの回収率

は１００％、集計結果では、知識を深める大切さを痛感

した。自分を振

り返る機会がも

てた。他事業

所との交流が

持て意見を聞

く事ができた等

用紙いっぱい

の記述があり、

研修で得られ

たものは確か

にあったと思います。研修で学んだ事はリーダー管理

者が各施設に戻って、毎日の業務の中で活かされる 

こ と と 思 い ま す 。 か か か か か か か か か か    

                 道東ブロック中標津支部  

             グループホーム育成会まごころ  

                   管理長 末廣志津子 

道 

４ 

 
研修、実践、そして地域貢献へ  

後志ブロック 

志ブロックより全道の仲間の皆様へ、地道

ではありますが後志ブロックの昨年の報告を

したいと思います。かかかかかかかかかか 

 活動となりますとやはり「研修」等が中心となります

が、その視座とするところは「人間としての尊厳性」で

あり、そこから

広角的に認知

症を抱え様々

な困難性を有

する生活者の

方たちへ真摯

に向き合いな

がら、この理念

と実践を太く継

続していくこと

が後志ブロックの基本であると考えています。 

 これらの研修実践が後志ブロック全体の介護理

念、技術を高め、ひいては地域福祉への踏み出しで

もあると思っています。かかかかっかかかかかかあっ 

 昨年は現在介護者が大変その対応に苦慮してい

る「レビー小体型認知症」と「前頭側頭型認知症」に

ついて研修会を開きました。このテーマはブロックの

役員がボトムアップ的に総括したテーマです。 

レ ビ ー 小体型認知症 に つ い て は 講師 に 

（有）青い鳥（高知県）の苅谷氏、前頭側頭型  

認知症についてはグループホーム仁木やすらぎの

里の平山氏に講演をお願いしました。参加者も関

心のあるテーマで

もあるためか平均

70名と多数の参

加者でした。かか

かまた毎年開催

されている事例発

表北海道大会に

は「二つの事業

所 」 が発表し 、 

全道レベルでの研究交流を深めました。 

 後志ブロックでは研修ごとに「小樽認知症の人を

支える家族の会」「余市グループホーム連絡協議

会」その他の関係福祉団体等とも連携しながら地

域福祉へ微力ながら貢献をするためにも互恵的

ネットワーク活動もしています。かかかかかかかか 
 

                後志ブロック事務局  

                      鈴木啓仁   

後
 

 

 

若年認知症研に参加して 
自分たちのケアの見直しが必要 

若年認知症研修に参加して 

若年認知症ケアの先駆者である武田純子先生が

３年かけ実践

されてきた実

際の若年認知

症ケアを拝聴

させていただ

きました。か 

その方の生活

や社会参加を

重視し生き生

きとした活気

あ る 人 生 を

送ってもらうための個別ケアを実践され利用者

様が満足されている姿を見て改めて、人の生活

を預かる者として自分達のケアの見直しが必要

だと実感させられました。その一方で若年性認

知症の方と認知症高齢者の方を一緒に介護する

のはなかなか難しく若年の方と高齢者の方の分業

化が必要ではあるが札幌でもなかなか人数が集ま

らない現状を聞

き地域として協

力体制を築く事

を考えていかな

ければならない

と も 感 じ まし

た。今回の研修

は時間が短いの

もあり３年間の

追跡調査の一端

を垣間見ることは出来ましたが実際にGH福寿荘さ

んにお伺いし若年性認知症の利用者様とひと時を

過ごし自分達の介護を見直したいと考えています

為になる研修をありがとうございました。 

          グループホームコスモス  

             施設長 髙橋芳美 

 

常
在
学
場

（じ
ょ
う
ざ
い
が
く
じ
ょ
う
） 

 

学
ぼ
う
と
す
る
意
志
さ
え
あ
れ
ば
、
今
自
分
の
在
る
場
所
が
常
に
学
び

の
場
と
な
る
と
い
う
意
味
。
筆
者
に
よ
る
造
語
。 

  

問
題
意
識
を
も
っ
て
自
ら
学
ぶ
「今
日
は
啓
発
を
受
け
た
！
」 

 

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
者
が
折
に
触
れ
て
口
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。 

知
識
を
啓
き
起
こ
し
理
解
を
深
め
る
の
が
、
「
啓
発
」
の
意
。
だ
が
、
そ
の 

出
自
は
「
論
語
」
の
「
憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、
ひ
せ
ず
ん
ば
発
せ
ず
。
一
隅

を
挙
げ
て
、
三
遇
を
以
て
反
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
復
せ
ざ
る
な
り
（
述
而

７
）
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
者
は
少
な
い
。
「
何
事
も
問
題
意
識
を
も
っ
て 

自
ら
取
り
組
む
（学
ぶ
）と
い
う
創
意
や
熱
意
の
あ
る
者
は
、
た
と
え
行
き

詰
ま
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
障
害
や
壁
を
取
り
除
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
さ
え

見
つ
け
れ
ば
ピ
ン
と
閃
く
も
の
で
あ
る
。
逆
に
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け 

出
す
粘
り
強
さ
を
嫌
う
者
は
、
何
を
教
え
て
も
無
駄
な
こ
と
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
四
角
の
モ
ノ
の
一
隅
だ
け
を
示
し
て
、
残
り
の
三
隅
を
示
さ

ず
、
自
分
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
解
明
す
る
よ
う
な
意
欲
を
引
き
出
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
仮
に
一
隅
を
教
え
て
も
、
自
ら
他
の
三
隅
を 

理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
者
に
は
、
再
び
説
き
教
え
る
こ
と
は 

意
味
が
な
い
」と
い
う
の
が
、
そ
の
意
で
あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
ト
ッ
プ
に
必
要
な
も
の
は
。 

京
都
府
中
小
企
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る 

研
究
」
の
論
文
に
は
、
「
京
都
の
中
小
企
業
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ら
の

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
を
さ
れ
る
経
営
者
の
資
質
を
７
点
に 

要
約
し
て
記
し
て
い
る
。 

 

一
、
誠
実
、
正
直
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
歴
史
を
重
ん
じ
、
先
人
に

習
い
、
そ
の
手
法
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

今
の
時
代
に
合
っ
た
や
り
方
に
変
革
さ
せ
て
ゆ
く
気
概
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
怠
ら
な
い
こ
と
。 

三
、
品
質
を
重
ん
じ
、
妥
協
の
な
い
品
質
の
維
持
管

理
と
そ
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。 

四
、
技
術
に
強
く
、
技
術
に
精
通
し
、

専
門
的
見
地
に
立
っ
て
試
行
能
力
と
判
断
力
を
有
す
る
こ
と
。 

五
、
失

敗
を
恐
れ
な
い
大
胆
な
行
動
力
と
そ
れ
を
支
え
る
繊
細
な
思
考
回
路
を

有
す
る
こ
と
。 

六
、
従
業
員
の
力
を
十
分
に
引
き
出
せ
る
よ
う
な
環
境

整
備
に
努
め
る
こ
と
。 

七
、
ユ
ー
モ
ア
や
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
欠
か
せ
な
い

こ
と
。  

常
に
在
る
と
こ
ろ
学
び
の
場
、
常
に
学
び
の
場
に
あ
り
。 

 

引
用
著
書 

「９
９
の
言
葉
の
杖
」
出
版
社
（日
本
医
療
企
画
） 

著
者 

早
川
浩
士 

（
有
限
会
社
ハ
ヤ
カ
ワ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
） 


